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（目的）1994年、WHOは妊娠時耐糖能異常
の新しい概念としてGIGTを提唱した。本研
究は正常妊婦、GDM、　GIGTの糖代謝を比較
し、GIGTに対する食事、運動療法による妊
娠管理の成績を検討することを目的とした。
（方法）1993年11月～1996年7月に4126例の
妊婦を対象に朝食後随時血糖値（BS）による
スクリーニングを行った。BS＞95mg／dlの妊
婦（432例）及びBS＜95mg／dlで糖代謝異常素
因を持つ妊婦（235例）に対し75g－O－GTTを施
行し、GDM（114例）、GIGT（74例）を診断
し、BS、1．R．1。、　lnsurinogenic　lndex（1．1．）を
正常群（377例）と比較した。また、GDM、
GIGTを食事療法（1600Kca11日）及び運動療
法で管理した群（A群）と外来における栄養
指導のみで管理した群（B群）のBS、1．R．1．、
1．1．の変化を比較した。有意差検定は全て
Student’s　unpaired　t－testで行った。
（成績）1）BS曲線、1．RI．曲線（糖負荷後0、
30、60、90、120分値）でGIGT群、　GDM群は
正常群より有意に高値（p＜0．01）を示した。
BS曲線ではGDM群は糖尿病型に近い高値を
示したが、1．R．1．曲線ではGIGT群とGDM群で
有意差を認めなかった。2）1。1．はGIGT群0．87
±0．44、GDM群056±0．37で正常群1．22±0．78
より有意に低かった（p＜0．01）。3）A群は
87．2％の症例で糖代謝改善を認め、B群の67．8
％よりも有意に高かった（P＜0．01）。
（結論）BS、1．RI．、　H．で（｝DMとGIGTは類似
した動態を示した。また、GIGTの管理には
食事及び運動療法の併用が有効であった。
【目的】糖尿病｛DM）血液透析患者の水分管
理に影響する要因として血糖コントロール、
塩分摂取量について検討した。
【方法】対象は外来維持透析中のDM患者30
名、非DM患者30名。両者の1カ月間の透析
間平均一日体重増加量（mean△BW）を比較し
た。DM患者について、　mean△BWとHbAIc
との相関を求めた。また、血清Na濃度から算
出した透析間のNa摂取量と△BWとの相関を
求め、非DM群と比較した。両者の透析前に
おける血中尿素窒素、血糖、血漿浸透圧を測
定した。
【結果】DM患者のmean△BWは非DM患者
に比し有意に大きかった（p＜0，01）。DM患者
においてmean△BWとHbAIcは有意な相関を
認めなかったが（r＝一〇．09、r＝一〇．12》、透析
間の一日平均Na摂取量と△BWには高い正の
相関を認めた（r＝0．80、p＜0．001）。非DM
患者とDM患者のNa摂取量は有意差なかった。
【結論】DM患者における体液増加は塩分摂
取量に依存しており、血糖コントロールの影
響は少ないと考えられた。しかし、非DM患
者に比し、体液貯留を招く何らかの要因の存
在が示唆された。
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